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豊田合成株式会社 2026年 2月 5日 

 

第 6回無担保社債 
（サステナブル&ポジティブインパクトボンド） 
定期モニタリング 

サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト：石渡 明 

 

格付投資情報センター（R&I）は豊田合成の依頼に基づき、豊田合成が 2023 年に策定したサステナブル&ポ

ジティブインパクトファイナンス フレームワークに従って以下の債券の調達資金の充当やレポーティングを実施して

いることを確認した。なお定期モニタリングは資金調達者の依頼に基づき債券の償還まで年 1 回実施する。 

■評価対象 

資金調達者 豊田合成株式会社 

債券名称 第 6 回無担保社債（サステナブル&ポジティブインパクトボンド） 

発行額 100 億円 

発行日 2025 年 1 月 28 日 

償還日 2030 年 1 月 28 日 
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1. 調達資金の使途 

調達資金の使途はフレームワークに示された対象プロジェクトから選定されている。 

■フレームワークに定めた資金使途（グリーン）  

マテリアリティ 事業区分 適格基準 

クルマの様変わりへの対応 クリーン輸送 ゼロエミッション車（BEV・FCEV）向け製品、ゼロエミッシ

ョン車（BEV・FCEV）普及に必要な製品・部品の研究開

発、製品製造のための各種設備投資費用 

CO2 排出量削減・温室効

果ガス排出量削減による

脱炭素社会の構築 

環境効率、循環経済に

適応した製品、製品技

術、製造プロセス 

再生可能エネルギー 

製品のライフサイクル全体における CO2 排出削減・廃

棄物低減のための材料開発、プロセス革新、100%リサ

イクル等を実現する技術、製品に関する研究開発、各

種設備投資費用 

廃棄物低減・水リスク低減

による循環型社会の構築 

汚染の防止及び抑制 

持続可能な水資源及

び廃水管理 

限りある資源を有効活用することで、排出物量の極小

化・水リスクの極小化を目指し、循環型社会の実現に

向けて取り組む為の費用 

■選定されたプロジェクト（グリーン） 

マテリアリティ 事業区分 対象プロジェクト 

CO2 排出量削減・温室効

果ガス排出量削減による

脱炭素社会の構築 

環境効率、循環経済に

適応した製品、製品技

術、製造プロセス 

再生可能エネルギー 

BEV 関連製品向け設備投資（プロセス革新に関する設

備投資） 

クルマの様変わりへの対応 クリーン輸送 
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■フレームワークに定めた資金使途（ソーシャル） 

マテリアリティ 事業区分 適格基準・対象となる人々 

交通死亡事故の低減によ

る安心・安全・快適なモビリ

ティ社会の実現 

手頃な価格の基本的イ

ンフラ設備 

＜適格基準＞ 

交通事故死傷者ゼロ実現のための交通事故の際の車

両搭乗者の保護及び歩行者の保護を目的としたセーフ

ティシステム関連製品や自動車の安全性向上のため

の予防安全システム関連製品の研究開発、製品製造

のための各種設備投資費用 

＜対象となる人々＞ 

運転手・乗員・歩行者等（高齢者・妊婦・子供・身体障

がい者等の交通弱者を含む全ての人々） 

コア技術を活用した新規事

業の創出 

社会経済的向上とエン

パワーメント 

＜適格基準＞ 

自動車セクターの産業構造転換において、既存サプラ

イチェーンの継続的な繁栄と新たな価値の創造を実現

する為の、今までの延長線上と持続的成長との間にあ

るギャップを埋める活動・取り組みを行う企業への投融

資・出資 

＜対象となる人々＞ 

既存サプライチェーン上の協力企業、スタートアップ企

業等、新たな価値創造により恩恵を受ける消費者 

地域社会との共生、多様な

人材の活用推進・人権尊

重 

社会経済的向上とエン

パワーメント 

＜適格基準＞ 

多様な人材の活用推進を目的とし、能力を発揮できる

職場の整備や支援のための各種投資及び関連費用 

＜対象となる人々＞ 

グローバル経営幹部候補、障がいのある人々、女性、

高齢者、マイノリティ 

■選定されたプロジェクト（ソーシャル） 

マテリアリティ 事業区分 対象プロジェクト 

交通死亡事故の低減によ

る安心・安全・快適なモビリ

ティ社会の実現 

手頃な価格の基本的イ

ンフラ設備 

セーフティシステム製品向け設備投資 
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2. レポーティング 

レポーティングはフレームワークに基づいて実施されている。 

(1) 資金充当状況 

 資金充当の状況は豊田合成のウェブサイトに開示されている。資金使途に関して大きな状況の変化はない。 

■フレームワークに定めた開示事項 

 調達資金の適格プロジェクトへの充当額合計 

 適格事業区分別での充当額と未充当額 

 新規ファイナンスとリファイナンスの割合 

 ポジティブインパクト測定のための評価指標（KPI） 

 なお、調達資金の金額が充当された後に大きな資金状況の変化が生じた場合は、資金充当に係る項

目について適時に開示します。 

 

■開示した内容 

対象プロジェクト 充当金額 未充当金額 

BEV 関連製品向け設備投資（プロセス革新に関する設備投資） 70 億円 － 

セーフティシステム製品向け設備投資 30 億円 － 

合計 100 億円 － 

 100 億円のうちリファイナンス 85 億円 
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(2) 環境改善効果・社会的効果に係る指標 

 環境改善効果・社会的効果に係る指標は豊田合成のウェブサイトに開示されている。 

■フレームワークに定めた開示事項（グリーンプロジェクト） 

マテリアリティ レポーティング項目例（設備投資の場合） 

CO2 排出量削減・温室効果ガス

排出量削減による脱炭素社会の

構築 

・導入した技術・設備・プロセス・製品の概要とその効果 

・技術・設備・プロセス・製品導入による CO2 排出削減量 

・再エネ由来の電力利用率（グリーン電力、証書含む） 

クルマの様変わりへの対応 ・技術・製品の概要 

・BEV 関連の売上高比率（BEV 車装着部品の売上高÷総売上高） 

■開示した内容（グリーンプロジェクト） 

対象プロジェクト レポーティング項目 

BEV 関連製品向け設備投資（プ

ロセス革新に関する設備投資） 

2025 年 3 月期実績 

・スコープ 1, 2 CO2 削減率＝27.5％ （連結 2015 年比） 

・技術・製品の概要（統合報告書 p.30、32） 

■フレームワークに定めた開示事項（ソーシャルプロジェクト） 

マテリアリティ 

レポーティング項目例（設備投資の場合） 

アウトプット アウトカム インパクト 

交通死亡事故の低減による安

心・安全・快適なモビリティ社会の

実現 

セーフティシステム

関連製品の概要 

エアバッグ生産個数 

死亡事故を回避でき

る機会の創出（≒エ

アバッグ生産個数） 

安心・安全な交通社

会の実現 

■開示した内容（ソーシャルプロジェクト） 

対象プロジェクト レポーティング項目 

セーフティシステム製品向け設

備投資 

2025 年 3 月期実績 

・グローバルでの生産個数＝1.0 倍（対 22 年比生産伸び率） 

        以 上
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